
’戦
線
査
閲

官
竝
に
査

閲
日

十
金
品
の
寄
附

五
十
年
間
に
於
け
る
金
品
の
寄
附
を
、
細
大
漏
ら
す
所
な
く
書
留
め
る
こ
と
は
、
到
底
出
来
な
い
の
で
、
既
記
の
創
立
費
・
栽
樹

會
・
花
瓶
（
創
立
三
十
年
竝
に
五
十
年
記
念
會
）
等
を
除
く
の
外
、
そ
の
主
な
る
も
の
を
列
墨
し
て
、
厚
意
を
表
し
た
い
と
恩
ふ
。

◇
野
村
彦
四
郎
氏
明
治
一
一
十
年
十
一
一
月
十
六
日
付
を
以
て
、
森
文
部
大
臣
宛
提
出
、
同
月
二
十
日
間
届
の
「
樹
木
寄
附
願
」
に

は
、
一
‐
今
般
新
築
可
相
成
第
五
高
等
中
學
校
敷
地
ハ
五
萬
坪
餘
有
之
其
周
園
ハ
勿
論
空
地
等
多
々
可
有
之
一
一
付
テ
ハ
時
氣
ヲ
撰
ミ
土

地
ハ
學
校
ノ
許
可
ヲ
経
テ
茶
楮
梅
等
ノ
有
盆
樹
木
ヲ
寄
附
植
付
ヶ
度
右
ハ
他
日
學
校
收
入
上
一
一
多
少
ノ
利
盆
モ
可
有
之
義
ト
存
侯
間

云
々
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
現
存
せ
る
數
株
の
梅
も
、
恐
ら
く
そ
れ
な
る
べ
く
、
茶
は
校
長
官
舎
の
裏
に
數
株
を
見
受
け
る
が
、
楮

は
年
と
共
に
そ
の
姿
を
消
し
て
行
っ
た
や
う
で
あ
る
。
又
、
同
月
九
日
付
、
文
部
省
総
務
局
よ
り
、
本
校
に
宛
て
た
通
牒
に
は
、
「
石

川
縣
士
族
從
六
位
野
村
彦
四
郎
儀
貴
校
生
徒
修
學
族
行
肘
及
戸
外
運
動
用
諸
費
一
一
充
ツ
ヘ
キ
目
的
ヲ
以
テ
來
明
治
一
一
十
一
年
ヨ
リ
當

第
一
章
補

遺
四
八
三

第
一
章
補

◇
藤
原
畷
平
博
士

◇
作
田
莊
一
博
士

＊
◇
明
石
眞
隆
博
士

◇
覚
克
彦
博
士

◇
本
多
光
太
郎
博
士

◇
小
山
松
吉
氏

◇
芳
澤
謙
吉
氏

（
其
後
の
分
は
宥
略
）

◇
平
野
博
少
將

◇
平
野
博
少
將

◇
浦
澄
江
少
將

◇
浦
澄
江
少
將

◇
三
浦
嘉
門
少
將

◇
三
浦
嘉
門
少
將

（
伊
藤
武
夫
大
佐
代
理
）

◇
篠
田
次
助

◇
峯
幸
松

◇
中
島
虎
吉

◇
中
島
虎
吉

◇
中
島
虎
吉

◇
長
谷
川
園
太
郎

野
外
教
練
在
閲
官
竝
に
森
閲
日
（
第
一
一
篇
第
一
一
章
第
六
節
参
看
）

少少少少少少

鐘將將將 將將 將

昭
和
十
一
年
十
一
月
十
六
日

昭
和
十
二
年
一
月
十
五
日

昭
和
十
二
年
二
月
十
五
日

昭
和
十
二
年
五
月
二
十
四
日

昭
和
十
二
年
六
月
十
八
日

昭
和
十
二
年
九
月
十
六
日

昭
和
十
三
年
一
月
一
一
十
八
日

昭
和
七
年
十
二
月
五
日

昭
和
八
年
十
二
月
六
日

昭
和
九
年
十
二
月
四
日

昭
和
十
年
十
二
月
四
日

昭
和
十
一
年
十
二
月
二
日

昭
和
十
一
一
年
十
一
一
月
三
日

大
正
十
五
年
二
月
十
五
日

昭
和
二
年
二
月
十
五
日

昭
和
一
一
一
年
一
一
月
十
三
日

昭
和
四
年
十
二
月
六
日

昭
和
五
年
十
二
月
十
日

昭
和
六
年
十
二
月
七
日

四
八
二

！
●



「
・
円
－
Ⅲ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ｌ
Ｔ
ｗ
０
Ｉ
巾
日
脚
Ｔ
ｂ
ｒ
ｕ
ｊ
ｎ
１
ｑ
Ｈ
刈
咀

蕃
滋
園
よ

り
移
植
営

時
の
植
物

目
録

拾
回
」
と
附
一
記
し
て
あ
る
。

歌
氏
よ
り
寄
附
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
願
書
に
は
、
「
蕾
熊
本
藩
物
産
師
故
藤
井
景
倫
奮
藩
園
腰
滅
以
来
保
護
培
養
シ
得
ダ
ル
虚
之

草
木
百
五
拾
餘
種
今
般
別
紙
目
録
之
通
植
物
學
御
参
考
之
爲
第
五
高
等
中
學
校
植
物
園
寄
附
仕
度
尤
當
秋
移
種
適
當
之
候
一
一
至
り
御

受
取
被
下
度
此
段
奉
願
候
也
Ｌ
と
あ
り
，
植
物
目
録
に
峰
七
里
香
以
下
百
四
種
を
列
學
し
た
る
後
、
「
此
外
五
百
種
餘
右
現
償
金
五

第
一
章
補

遺
四
八
四

分
年
々
金
百
回
宛
寄
附
致
度
旨
願
出
聞
届
云
々
」
と
あ
り
、
二
十
六
年
二
月
十
日
付
を
以
て
、
野
村
綱
氏
よ
ｂ
・
寄
附
中
止
願
が
出

て
ゐ
る
こ
と
や
、
同
年
十
月
二
日
付
を
以
て
、
「
第
五
高
等
中
學
校
生
徒
修
學
旅
行
及
校
外
運
動
費
ト
シ
テ
余
五
百
回
」
の
爲
に
、

木
杯
一
組
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
、
官
報
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
か
ら
察
す
れ
ば
、
非
職
の
後
四
年
間
は
、
引
続
き
年
々
寄
附

昇
廠
、
前
胡
、
カ
ラ
マ
ッ
サ
ウ
ｂ
餐
冶
賛
蓮
、
地
楡
、

蝶
花
刀
ピ
ャ
ク
ヲ
ン
も
ウ
ミ
ッ
プ
シ
ノ
キ
、
ミ
ア
キ
、

第
一
章
補 Ｏ
ｉ
Ｐ

ｊ
Ｖ
』

而
し
て
明
治
初
年
に
於
け
る
蕃
滋
園
に
は
、

鐘

。
Ⅱ
１
１
’
１
４
、

Ｉ
－
‐
；
‐
１
１

Ⅱ

植
七
里
香
や
山
茱
萸
、
紫
茱
契
、
五
味
子
、
テ
ッ
セ
ン
、
百
日
紅
や
チ
ャ
ポ
ッ

物
〒
、

ゲ
Ｄ
胡
蔬
菜
Ｄ
姫
護
蕊
、
央
孟
樹
、
馬
酔
木
、
箆
脚
子
、
合
観
、
白
一
別
、
鳳
尾

園

竹
、
カ
ラ
モ
ミ
ヂ
、
セ
ン
リ
ウ
ダ
ン
、
瑞
呑
、
落
葉
松
、
龍
膳
、
蕊
呑
、
キ
チ

の
で
、

ジ
ョ
ウ
ラ
ン
、
白
様
堂
、
肉
桂
Ｕ
震
天
草
⑪
金
絲
桃
、
ア
サ
ギ
リ
サ
ゥ
℃
霄
椿

現

草
、
龍
鬚
Ｄ
地
黄
、
ミ
ャ
コ
ワ
ス
レ
、
栂
拝
、
サ
グ
ミ
、
ャ
〈
ズ
マ
ニ
ミ
、
〈

況

ナ
ス
ワ
ウ
、
テ
ン
・
ハ
イ
、
ヤ
プ
サ
ン
ザ
シ
、
ナ
ン
パ
ン
チ
ヤ
、
辛
夷
、
ク
マ
ス

ギ
、
オ
ダ
マ
キ
、
ミ
セ
パ
ャ
、
淡
竹
葉
、
紫
胡
、
連
銭
松
、
夕
｜
｜
ス
ギ
Ｄ
臘
梅

会
絲
梅
、
廿
迩
、
人
参
木
団
越
椒
や
桔
梗
ｐ
百
合
数
種
、
ヤ
ク
ワ
ン
、
チ
ョ
ロ

ギ
、
見
睡
梢
、
白
並
、
大
葉
淫
羊
蕃
、
小
葉
淫
羊
蕪
Ｕ
ヤ
マ
ホ
ト
、
ギ
ミ
ガ

ン
ピ
、
天
南
星
、
黄
精
、
竹
節
人
参
、
都
管
英
、
白
述
、
コ
マ
ノ
ッ
メ
も
鶏
骨

玄
参
、
百
部
根
、
一
一
一
稜
や
蒼
述
、
狐
用
將
軍
、
龍
眼
木
、
フ
タ
リ
シ
ヅ
カ
、
金
陵
草
、
胡

白
花
瑞
香
、
ウ
バ
ノ
チ
、
ム
レ
ス
、
〆
、
黒
竹
、
ユ
ヅ
リ
〈
、
一
一
一
呑
莎
、
ヤ
リ
ガ
タ
ノ
キ

四
八
五

蕃
滋
園
に
は
、
本
邦
塵
草
木
四
百
一
一
種
、
漢
洋
産
草
木
百
一
種
．
木
本
百

九
十
三
種
、
桿
類
二
十
一
一
麺
、
米
國
傳
來
の
穀
茱
類
百
十
一
種
、
凡
て
八

百
一
一
十
九
種
の
多
き
に
達
し
て
ゐ
た
と
一
云
ふ
こ
と
だ
が
、
麿
藩
と
共
に
個

人
の
有
に
蹄
し
、
そ
の
中
藤
井
景
倫
氏
の
手
に
生
長
せ
る
も
の
を
、
死
没

に
及
ん
で
、
母
堂
よ
ｈ
本
校
に
寄
附
し
た
次
第
で
あ
る
。

■

石標ろたて蓮時営附寄

す
れ
ば
、
非
職
の
後
四
年
間
は
、
引
続
き
年
々
寄
附

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

尚
又
、
二
十
一
年
七
月
三
日
付
校
長
名
を
以
て
、

久
保
田
會
計
局
長
に
宛
て
た
照
會
文
に
依
れ
ば
、
職

員
高
須
鋒
郎
氏
と
共
に
、
生
徒
戸
外
運
動
用
と
し

て
，
乗
馬
各
一
頭
宛
を
寄
附
し
た
き
旨
が
記
さ
れ
て

居
り
、
乗
馬
に
就
い
て
は
、
そ
の
外
種
々
記
録
も
あ

る
が
、
こ
れ
く
ら
ゐ
に
止
め
て
置
く
。

◇
藤
井
歌
氏
本
校
植
物
園
に
、
今
も
尚
生
長
し

て
ゐ
る
数
十
校
の
草
木
は
、
明
治
一
一
十
一
一
一
年
八
月
一
一

十
三
日
付
を
以
て
、
熊
本
市
藥
園
町
拾
六
番
地
藤
井

】
〆
Ｆ
汀
ロ
ー

■
用
ゲ
■

■
。



蘇
鐡

切
手
一
金
五
百
圓
を
、
更
に
翌
年
五
月
一
日
、
洋
書
豆
一
一
十
九
黙
（
償
格
六
百
十
一
圓
九
十
六
銭
）
を
寄
附
。

◇
西
岡
熊
太
郎
氏
息
子
西
岡
市
郎
共
衛
君
死
亡
の
爲
、
在
學
記
念
と
し
て
、
大
年
十
年
七
Ｈ
一
一
十
七
日
付
を
以
て
、
國
課
大
蔵

經
論
之
部
一
部
（
代
償
五
十
圓
）
を
寄
附
。

◇
赤
星
典
太
氏
次
男
他
男
君
死
亡
に
付
、
在
學
記
念
と
し
て
、
大
正
十
三
年
一
一
月
十
九
日
付
を
以
て
、
洋
書
一
一
一
十
八
部
、
和
漢

書
五
部
（
慨
格
合
計
一
一
一
百
圓
）
を
寄
附
。

◇
中
野
二
郎
氏
同
氏
弟
中
野
六
郎
君
死
亡
の
爲
、
在
學
記
念
資
金
と
し
て
、
大
正
十
四
年
三
月
五
日
、
金
一
一
千
圓
を
龍
南
會
に

寄
附
。 ◇
松
井
信
夫
氏
明
治
一
一
十
一
一
一
年
九
月
一
一
十
一
一
日
付
を
以
て
、
琉
球
産
軟
鵠
類
一
一
一
十
種
竝
に
匙
蛇
一
匹
寄
附
願
出
。

◇
馬
場
仙
八
氏
明
治
一
一
十
一
一
一
年
十
月
一
一
一
日
願
出
、
同
一
一
十
四
日
聞
届
の
一
株
五
本
立
ち
の
蘇
鐡
二
株
（
代
償
金
十
五
圓
）
は
、

恐
ら
く
同
時
に
植
付
け
た
も
の
と
恩
は
れ
る
多
数
の
蘇
鐵
と
共
に
、
本
館
前
に
生
長
し
て
ゐ
る
。

◇
鍋
島
・
山
内
・
細
川
三
侯
爵
家
明
治
一
一
一
十
一
一
一
年
、
端
艇
部
擴
張
費
と
し
て
金
一
一
一
百
回
を
寄
附
。

◇
芝
川
又
右
衞
門
氏
息
子
芝
川
又
三
郎
君
（
明
治
一
一
一
十
一
一
一
年
卒
業
）
が
、
第
一
一
軍
に
属
し
て
、
南
山
の
戦
に
於
て
名
馨
の
戦
死

を
遂
げ
た
の
で
、
そ
の
在
學
記
念
と
し
て
、
金
一
一
一
百
回
を
寄
附
。

◇
杉
山
岩
一
一
一
郎
氏
（
本
校
名
譽
教
授
）
明
治
四
十
一
一
一
年
十
一
一
月
一
一
十
一
一
日
付
を
以
て
、
本
校
在
職
一
一
十
年
祀
賀
會
の
鱸
金
の
中
金

四
百
回
を
、
生
徒
奨
學
資
金
と
し
て
寄
附
。
爾
来
、
年
“
そ
の
金
利
を
以
て
純
金
メ
ダ
ル
を
製
し
、
在
學
中
數
學
科
の
成
績
優
秀
な

る
生
徒
一
三
名
を
選
み
、
一
個
宛
を
授
與
し
、
該
當
す
る
者
が
無
い
時
は
、
之
を
鉄
く
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。

◇
石
田
鈴
子
氏
同
氏
弟
石
田
鐡
治
君
？
在
學
中
死
亡
の
爲
、
大
正
七
年
一
月
十
五
日
付
を
以
て
、
記
念
と
し
て
書
籍
八
十
四
鮎

附
。 ◇
渡
邊
千
参
氏
古
筆

五
回
五
十
銭
）
を
寄
附
。

◇
波
多
江
肇
氏
波
と

日
、
和
書
十
六
部
、
洋
》

◇
長
野
忠
女
氏
、
長
雨

◇
侯
爵
細
川
護
立
氏
皿

六
百
六
十
五
回
）
を
寄
附
。

（
償
格
百
三
十
一
一
圓
）
を
寄
附
。

◇
立
山
弟
四
郎
氏
息
子
本
校
教
授
立
山
林
平
氏
、
前
年
八
月
病
死
に
付
、
大
正
七
年
十
月
、
在
職
記
念
と
し
て
第
一
銀
行
小

◇
井
島
マ
キ
氏
息
子
井
島
泰
君
死
亡
に
付
、
昭
和
四
年
六
月
七
日
、
在
學
記
念
及
追
編
の
爲
、
五
分
利
國
庫
債
券
額
面
五
千
四

第
一
章
補

鐘
四
八
七

此
外
五
拾
種

第
一
章
補

遺
四
八
六

口
花
百
日
紅
、
迎
春
花
、
紫
陽
花
、
サ
ル
ヒ
ャ
、
血
鍋
樹
爾
薊
／
一
種
、
山
歸
來
、
チ
ョ
ー
シ
ザ
ク
ラ
、
櫨
子
、
白
雲
木
、
ケ
ヤ
キ
、
四
方
竹
、

ト
リ
ト
マ
ラ
ズ
◎

以
上
百
○
四
種

波
多
江
緊
君
、
在
學
中
死
亡
の
爲
、
遺
族
よ
り
肇
君
の
名
を
以
て
、
記
念
と
し
て
、
大
正
十
五
年
一
一
一
月
一
一
十

洋
書
十
一
一
部
（
憤
格
合
計
百
一
一
十
一
一
圓
八
十
五
銭
）
を
寄
附
。

長
男
長
野
忠
俊
君
、
病
気
の
爲
退
學
に
付
、
在
學
記
念
と
し
て
、
昭
和
一
一
年
一
一
月
、
金
一
千
回
を
寵
南
會
に
寄

古
糟
篇
刊
行
念
を
代
表
し
て
、
大
正
十
四
年
九
月
一
一
十
六
日
付
、
古
稽
篇
一
部
六
十
八
冊
（
代
償
金
一
一
百
一
八
十

昭
和
一
一
年
六
月
十
七
日
付
・
尻
冨
。
ご
虚
Ｈ
芦
）
ｅ
三
匹
Ｃ
言
Ｚ
昌
目
巴
口
雇
員
異
日
百
六
十
四
冊
（
代
償
金

iｌ

：
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席
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増
加

の
理
由
と
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席
督
勵

の
通
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卒
業
式
溌

止
告
別
式

畢
行
の
開

申欽
別
式
と

改
辮

プ
ー
ル
設

置
経
緯
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四
八
八

百
五
拾
回
（
市
債
五
千
圓
）
を
寄
附
。
本
校
は
、
井
島
奨
學
資
金
規
定
を
設
け
、
右
資
金
利
子
を
、
學
資
金
に
乏
し
き
本
校
生
徒
又

は
大
學
在
學
中
の
本
校
卒
業
生
に
し
て
、
人
物
堅
寳
學
力
優
秀
身
禮
狼
健
な
る
者
に
給
與
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
昭
和

七
年
一
一
月
九
日
、
熊
本
縣
官
房
主
事
は
、
本
校
學
校
長
宛
、
そ
の
篤
志
に
對
し
て
、
御
下
賜
の
褒
雌
博
達
方
を
依
頼
し
て
ゐ
る
。

◇
侯
爵
細
川
家
昭
和
七
年
十
月
一
一
十
七
日
、
改
訂
肥
後
藩
國
事
史
料
十
冊
（
代
償
金
五
十
回
）
を
寄
附
。

◇
故
平
塚
忠
之
助
先
生
記
念
會
昭
和
十
年
十
月
一
一
十
一
日
付
を
以
て
、
本
校
教
授
藤
田
繁
一
氏
は
、
同
會
を
代
表
し
て
、
奨
學

金
一
千
一
百
十
回
の
寄
附
願
出
。
現
金
又
は
有
償
證
券
と
し
て
、
永
く
之
を
保
管
し
、
年
々
物
理
關
係
の
書
籍
等
を
購
入
、
同
會
の

印
を
捺
し
た
る
上
、
廣
く
生
徒
に
縦
讃
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

十
一
卒
業
式
よ
り
紋
別
式
ま
で

卒
業
式
に
就
い
て
は
、
第
一
同
以
後
、
必
要
に
膳
じ
て
屡
亀
述
べ
た
通
り
、
本
校
は
固
よ
‘
り
、
熊
本
縣
に
於
け
る
年
中
行
事
の
主

な
る
一
つ
で
あ
っ
て
、
第
六
同
卒
業
證
書
授
與
式
の
記
録
に
依
れ
ば
、
奏
楽
ま
で
加
へ
て
あ
る
。
然
る
に
、
年
と
共
に
本
邦
の
人
口

は
増
加
し
、
就
學
兒
童
も
多
く
な
り
、
義
務
年
限
も
延
長
せ
ら
れ
、
従
っ
て
、
各
高
等
學
校
を
通
じ
て
、
入
學
者
卒
業
者
も
川
は

り
、
第
一
一
一
學
年
生
徒
に
し
て
、
卒
業
試
験
に
及
第
し
た
者
の
中
、
志
望
學
科
の
都
合
に
依
っ
て
は
、
大
學
入
學
受
駿
の
爲
、
六
月
中

に
熊
本
を
去
り
、
そ
の
外
の
者
も
、
式
日
以
前
に
蹄
郷
す
る
向
も
少
く
な
い
の
で
、
毎
年
七
月
一
日
を
卜
し
て
學
行
し
て
ゐ
た
卒
業

式
の
意
義
も
、
已
に
そ
の
半
を
矢
へ
る
賞
状
に
在
っ
た
。
例
へ
ば
、
明
治
四
十
一
一
年
六
月
七
日
、
杉
山
幹
事
よ
り
監
督
教
官
宛
に
山

し
た
通
知
に
は
、

と
あ
る
が
、
自
然
の
情
勢
は
如
何
と
も
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
か
く
て
明
治
四
十
五
年
六
月
十
一
一
一
日
、
本
校
々
長
は
、
文
部

大
臣
宛
、
卒
業
護
書
授
與
式
は
、
本
年
よ
り
之
を
魔
し
て
、
毎
年
六
月
中
に
、
第
一
一
一
學
年
生
徒
の
告
別
式
を
暴
行
致
す
可
く
、
但
本

年
は
、
六
月
一
一
十
一
日
に
墨
行
す
る
旨
開
申
し
、
卒
業
式
な
る
名
瀞
は
、
明
治
年
間
を
以
て
な
く
な
っ
た
。
而
し
て
告
別
式
と
稗
し

た
の
は
、
試
験
絡
了
は
、
必
ず
し
も
第
一
一
一
學
年
生
全
部
の
卒
業
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
降
っ
て
大
正
八
年
よ
り

は
・
一
一
一
月
一
一
一
日
、
第
三
學
期
試
験
絡
了
と
共
に
、
午
前
十
時
よ
り
行
は
れ
る
や
う
に
な
り
、
告
別
式
な
る
語
は
、
牡
會
通
念
に
相
臘

は
し
か
ら
ぬ
と
云
ふ
理
由
を
以
て
昭
和
八
年
以
後
は
、
更
に
之
を
蔽
別
式
と
改
め
、
同
日
午
前
十
時
よ
り
、
薔
濟
美
館
に
於
て
行

は
れ
て
ゐ
る
が
、
近
年
、
學
校
よ
り
の
茶
菓
の
外
只
五
高
同
窓
會
よ
り
も
、
新
入
會
歓
迎
の
意
味
を
以
て
、
簡
軍
な
盛
鉢
の
料
理

を
出
し
て
、
耐
意
を
表
す
る
慣
例
と
な
っ
て
ゐ
る
。

＋
ニ
プ
１
レ

ノ

大
正
十
五
年
雑
件
綴
の
中
に
、
溝
淵
校
長
原
案
手
蹟
「
髄
育
運
動
振
興
一
一
開
ス
ル
照
會
」
な
る
も
の
が
一
の
る
。
今
そ
の
一
部
を
燗

鋒
す
れ
ば
、

一
、
第
五
高
等
學
校
ノ
敷
設
ハ
五
萬
一
一
一
千
餘
坪
ニ
シ
テ
中
門
ヨ
リ
正
門
一
一
至
ル
校
内
道
路
ノ
左
右
一
一
ア
ル
部
分
ハ
従
来
畑
地
ト
シ

テ
民
間
一
一
貸
付
ケ
居
リ
シ
ガ
醜
一
一
陳
述
セ
ル
ガ
加
ク
道
路
ノ
ー
方
ハ
先
般
民
間
ヨ
リ
取
上
ゲ
第
一
一
運
動
場
ト
シ
テ
使
用
ス
ル
コ
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遺
四
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九

七
月
一
日
二
於
ケ
ル
本
校
卒
業
證
書
授
與
式
ニ
ハ
年
を
生
徒
ノ
参
列
ス
ル
モ
ノ
減
少
致
シ
來
候
虚
當
日
ハ
休
日
一
一
ア
ラ
ズ
印
チ
本

校
二
於
テ
ハ
光
榮
ア
ル
儀
式
ヲ
行
う
、
一
一
候
間
生
徒
ク
ル
モ
ノ
参
列
致
候
隣
ハ
勿
論
其
本
分
二
有
之
候
條
以
後
ハ
病
気
又
ハ
寓
已

ム
ヲ
得
ザ
ル
事
故
ア
ル
モ
ノ
、
外
ハ
必
ズ
参
列
致
候
様
各
位
御
監
督
ノ
生
徒
へ
御
懇
論
相
成
度
校
長
ノ
命
一
一
依
り
此
段
御
通
知
候

也
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